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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ご紹介ありがとうございます、筑波大学の佐藤翔と申します。
本日は皆さんの前でお話する機会をいただき、ありがとうございます。
本日は「Wikipediaと学術情報利用」、「オープンアクセスの時代に広がる学術情報流通とWikipedia日本語版への期待」と題して、お話いたします。



本日の概要 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
最初に、今日の要点をざっとお話しますと、



某電子ジャーナルwebページの
キャプチャ 

学術論文＝高い 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
研究者は、自分の研究成果を学術雑誌に、論文として発表します。
しかしこの論文というものは、例えば数ページで3,000円以上もしたりと非常に高く、せっかくの成果なのに、誰もが読めるものにはなっていませんでした。




オープンなものも
増えてきた！ 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
しかし、最近ではこれをなんとかしようと、図書館や研究者が様々な取り組みを行い、Webで自由に、誰もが使える、オープンな論文が増えています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そうして自由に使える論文が増えたことで、例えばYahoo! 知恵袋の質問に論文を引用して回答したり、
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Wikipediaの記事の出典が無料で見られる論文だったりと、



市民も論文を 
利用する世界 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
もともとのターゲット以外の、一般市民も専門の論文を自由に使い、興味を満たしたり、生活にいかしたりできる世界が実現しつつあります



~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~ ~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~ 

Google 

Wikipedia 

Webページ Webページ Webページ 

Wikipediaが 
重要な役割 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
その中でWikipediaは、webに散らばっている情報をテーマごとにまとめた、情報探索の起点として、非常に重要な位置を占めています。




英語版と日本語版の比較 
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• 英語版記事数：   約400万 

• 英語版PubMed引用数： 約16万 

• 日本語版記事数：      約80万 

• 日本語版PubMed引用数：9,568 

引用数／記事数で 
日本語版は英語版の 

３分の１ 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
一方で、Wikipediaの記事数に対する学術論文の引用数は、日本語版では英語版の３分の１程度であり、



英語版と日本語版の比較 
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• 英語版記事数：   約400万 

• 英語版PubMed引用数： 約16万 

• 日本語版記事数：      約80万 

• 日本語版PubMed引用数：9,568 

引用数／記事数で 
日本語版は英語版の 

３分の１ 

まだまだ 
少ない！ 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まだまだ増やす余地があります



図書館業界：コンテンツを増やす！ 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
引用が少ない原因の一つは、増えたと言ってもまだwebで自由に使える論文が少ないことです。特に日本語論文が不足しています。
そこでわれわれ図書館業界はコンテンツをどんどん増やすことに専心していくので、



図書館業界：コンテンツを増やす！ 

もっと 
引用して！ 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
それをもっと引用して記事を編集して下さい、という話を、これから解説を加え詳しくしていきます



自己紹介 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
しかしいきなりそんな話をされても、お前は誰なんだ、と思われるでしょう。



H調 更新日 13101/1201:41 

研究者氏名 佐藤矧

ハンドル min2町V

URL I1ttp:lId. 11 atel1 a. ne.IP，/miI12...:前vf

所属 筑;m大学
部署 図書館l情報メディア研究科

職名 博士課程

J 学位 陪士(図書館情報学)

ア口フィーJLノ
筑;m大学大学院図書留'情報メディア研究科1尊士課程所属o
ブロクirかたつも、りは電子図書館の夢をみる力、J(http://d.hatel1a.l1e.jp/miI12-fly/)管理人

研究キーワード

言十量書誌学(14}， アウトソーシンうIill，機関リポジ卜1)(引 z学術情報;荒通(6)，大学図書留(8)
』

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
あらためまして、佐藤翔ともうします。
図書館情報学という、多くの方はおそらく聞きなれない学問を専攻している大学院生であると同時に、図書館関連のイベントレポートを載せるブログ「かたつむりは電子図書館の夢をみるか」というのも運営しています。



図書館情報学とは？ 
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最大多数の人に 

最良の情報を 

最小のコストで 

届けることを目的とする 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
図書館情報学というのは、これは『検索エンジンはなぜ見つけるのか』という本からの借用ですが、最大多数の人に、最良の情報を、最小のコストで届けることを目的とする学問です。
何が最良かは時と場合と人によって変わりますし、この３つを同時に成立させるのは困難なわけで、その落とし所を日夜考えています。




オープンアクセス 
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• 学術情報の自由な流通の実現 

• 学術論文をもっと自由に使いたい 

• そうするとどんな影響がありうるか？ 

 

＋学生のWikipedia利用についても 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
中でも自分が主に扱っているのはオープンアクセス、学術的な情報を如何に自由に流通させればよいか、そうすることによってどんないいことがあるか、ということを研究しています。



前提： 
論文は高い／ 
手に入れにくい 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
このオープンアクセス、という話をする前の大前提として、「学術論文は高い」、あるいは「手に入れにくい」現状があります。



Natureのキャプチャ 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
今、会場に研究者がどれだけいらっしゃるのか存じませんが、きっと研究者ではない方でも知っているであろう有名な雑誌に『ネイチャー』があります。
新聞やネットでもここに論文が掲載されるとニュースになりますね。

しかしこの雑誌、読んだことがある方でも、自分で買った、という方は少ないのではないでしょうか？
新宿の紀伊国屋とかで売ってますが、いくらするか御存知ですか？




Natureのキャプチャ 

１冊 9,000円 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これ約9,000円もするんですね。1号で。しかも週刊誌です。１年間買うと45万円もします。
さすがに払えませんから、1年分定期購読すれば割引があります。
年間53,500円、学生なら36,000円。10分の1前後まで下がります。
でも研究者でもなければ、毎年これを購読はしませんよね？



Natureのキャプチャ 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
たまたま１本読みたい論文があった、という時には論文単位で、webで１本ずつ買うこともできます。
ただし値段は3,000円以上します。
ネイチャーの論文は10ページに満たない、4-5ページなんてものも多いので、ページあたりで400-500円はする計算です。



論文＝高い 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ネイチャーに何か恨みがあるわけではありませんよ？
今日、会場に来るまでにもNatureの論文読んできましたし、いつもお世話になっています。
たまたま著名な雑誌なので例に上げただけで、ネイチャーに限らず、学術雑誌の多くは非常に高いんです。
なんでそうなっているかは長くなるので省きますが、人類の最新の知識が詰まっているはずの、研究者たちの論文は、非常に高い価格の壁によって容易にはアクセス出来ないものになっています。
大学等の研究者はふだん、あまりこの高さを気にしないと思いますが、それは大学の図書館が全学生・教職員分の費用を払っているからです。
大学という枠から出てしまえば、論文というのはそう気軽には読めません。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ただし今のは主には海外の出版者が出している論文の話です。
日本の学会や大学等が出している論文は値段は安く、中には無料のものあります。
例えばこれは僕の所属している筑波大学の図書館の報告書ですが、そもそも値段が設定されていません。良心的ですね。



所蔵図書館：７ 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ただし全然市場には出回っていないので、これを持っている大学の図書館に行かないと読めません。
そして日本でこの雑誌を持っている図書館は７つしかありません。



論文：手に入れ難い 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これは極端な例ですが、通常の本や雑誌とは違って学術雑誌は市場流通にのらないため、関係者以外は図書館等に行かないと読むことができません。
例え値段が安くとも、学術論文というのは手に入れ難いもので、その流通はほとんど専門家同士の間で閉じていました。



自由に使える 
学術論文の増加 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
しかし、最近ではこの状況をなんとかしようと、図書館や研究者を中心に様々な活動が行われています。
特にインターネットが普及してからは、webで論文を自由に、誰もが使えるようにしよう、という運動が盛んで、多くの論文が今では自由に使えます。



PLoS ONEの画像
＋公開論文数 22,000本／年 
合計：50,801本 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
例えば、出版にかかる費用を著者が負担し、読む側は無料で読める、オープンアクセス雑誌という試みがあります。
このような雑誌で最も大きいものにPLoS ONEというのがあり、これは2012年１年間に約22,000本、毎日80本以上の論文を公開するという、大成功を収めています。



PMCの画像＋公
開論文数 

約260万本 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
また、研究費を補助する団体が、自分たちが補助した論文はオープンにせよ、と研究者に義務付ける例も出ています。
代表例としてはアメリカの国立医学図書館が運営している、PMCというサイトがあり、ここでは現在医療系の論文約260万本が公開されています。



arXivの画像＋公
開論文数 

約82万本 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
研究者たち自身が、自分たちのために論文を自由に使えるように公開するサイトもあります。
その成功例としては物理学や数学の論文を集めるarXivというサイトがあり、約82万の論文が公開されています。



CiNii Articlesの画
像＋公開論文数 

約370万本 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
日本に目を転じると、ご存知の方も多いでしょう、国立情報学研究所の論文データベース・CiNiiがあります。
論文情報が検索出来るほか、学会等の協力を得て、現在約370万本の論文が本文まで公開されていて、かなりの割合が無料で使えます。
ほかにもJ-STAGE等のサイトでも同じく学会等と協力して論文が無料公開されています。



機関リポジト
リ・・・Tulips-Rの画
像＋IR全体の公

開論文数 
100万本以上 

機関リポジトリ 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
さらに、有料の雑誌に載った論文や、無料だけどマイナーでアクセスしにくい雑誌に載った論文を、その研究者の属する大学や機関が主体になって公開する、機関リポジトリという取り組みもあります。
今、日本では230を超える大学・機関がこの取り組みを行なっていて、全体で100万本以上の論文が公開されています。



自由に使える論文の増加 
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• 今後もさらに増えていくと予想： 

• PLoS ONEの論文数の伸びとフォロワー 

• PMC公開義務の強化 

• 機関リポジトリの増加 

• 学位論文のインターネット公開制度 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
さらに、日本では来年度から博士論文は原則、インターネット公開することも決められたりと、公開される論文は今後も増えていくと考えられます。



機関リポジト
リ・・・Tulips-Rの画
像＋IR全体の公

開論文数 

自由に使える論文が 
増えている／ 
増えていく！ 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
雑誌の値段が高い、という根本問題が解決するのかはわかりませんが、webで自由に使える論文はどんどん増えており、今後も増え続けることは確かです。




機関リポジト
リ・・・Tulips-Rの画
像＋IR全体の公

開論文数 

自由に使える論文が 
増えている／ 
増えていく！ 

研究者以外の 
市民も 

これらの論文を利用 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そして最近の僕の研究から見えてきたのは、これらの論文を使うのは、もともとの想定利用者である研究者には限らない、ということです。
多くのいわゆる一般市民が、webで公開された学術論文を使っています。



従来の学術情報流通 
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• 専門家（研究者）同士の情報共有 

• 専門家以外に伝えるには仲介が必要？ 

– 説明の追加 

– 噛み砕いた説明 

• ある面では正しい 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
従来、学術情報流通とは専門家同士の閉じた情報共有であると言われてきました。
分野ごとの基礎的な専門知識を共有していることが前提で、だからこそその部分の説明をショートカットして要点を絞った専門的な議論ができる、それが科学の発展速度をはやめてきた、と言われたりもします。
逆に言えば専門家以外に伝えるには、ふだん飛ばしている説明の追加が必要で、論文そのままでは理解できない、と言われてきました。
「だから自分の論文を公開しても理解できる人は少ない」という研究者はよくいますし、ある面ではそのとおりです。
専門の論文をそのまま公開しても、万人が理解できるものではないでしょう。



でも 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
でも。でも、です。



ネット人口：億単位 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
考えてみて欲しいのですが、現在インターネット利用人口は億単位と言われています。



1/100万人が読めれば… 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
母集団がそれだけいるということは、専門家以外では100万人に一人くらいしか読んで理解することができない論文であっても、



億 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
億



億 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
×



億 1/100万 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
100万分の1で



億 1/100万 

100人 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
100人くらいは、興味を持ち、読み、理解できる人がいる、という試算になります。
学術論文の世界で100人も読んでくれたらけっこうな読者数です。



0% 20% 40% 60% 80% 100% 

役に立つ 役に立たない 

55% 
441人 

45% 
359人 

市民による学術論文の利用 

Q. OA論文が読めることが、あなた自身の生活の 

  役に立つと思いますか？ 

佐藤、数間、逸村（2011）より 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
実際、興味、という点では多くの市民が論文を読めるものなら読んでみたいと思っています。
これは研究室の後輩が行った、一般市民の論文に対する読書意欲調査の結果ですが、研究者以外の人々でも半数以上が興味を持っていることがわかります。



筑波大リポジトリの 
アクセス元 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

大学 企業 個人宅等 

29% 16% 55% 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちらは僕が研究している、先ほど紹介した機関リポジトリの、アクセス分析の結果です。アクセスの大半は大学・研究機関以外からきています。
このうち大半は本文は読まないで帰っていますが、20%くらいは本文までアクセスしています。



Yahoo! 知恵袋で 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
最近ではYahoo! 知恵袋等のQ&Aサイトで、ちょっとした疑問にweb上の論文を引用して回答する例もあります。
明らかに宿題の答えだろ、という場合もあるんですが、人生相談に心理学の論文を引きながら答えたり、といった、実社会に役だっている例も散見されます。



Wikipediaで 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
もちろんWikipediaでもこれらの論文は引用され、内容の補足や参考に役だっています。
このあたりはこのあとで詳しくお話します。



広がる学術情報利用 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そんな風に、論文が誰もがアクセスできる形で公開されたことで、学術情報の流通は従来の枠を超え、一般市民にも広がってきています。
ちょっと興味を抱いたり、調べ物の必要がある時に、今までは凄く高かったり、見に行き辛い場所にあった専門的な情報が、サーチエンジンでちょっと探せば出てくる身近なものになってきているわけです。
「最大多数の人に、最良の情報を、最小のコストで」届けることを旨とする図書館情報学者としては、この状況がどんどん進むことを期待しています。



Wikipediaのトップ
ページの画像 

Wikipediaと 
市民の 

学術情報利用 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そして、「やっとか」とおもわれるかもしれませんが、この状況の中で重要な役割を果たしているのが、Wikipediaです。



学術情報利用とWikipedia 
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• 福原 (2013) 

• 学生を対象に、専門情報を用いる探索

実験を実施 

• 最初に使われるもの・・・マスメディア、公

的機関、学術論文、Wikipedia 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
例えばこれは筑波大の後輩の研究ですが、学生が勉強や研究以外の目的で専門的な情報を探索するとき、まず見るのはマスメディア等のほか、Wikipediaであることがわかっています。



~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~ ~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~ 

Google 

Wikipedia 

Webページ Webページ Webページ 

安蒜ほか 
（2009）より 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
同じく後輩の研究から、学生がWikipediaを使う時には、本文を見るだけではなく、リンク先の情報を収集する、ハブとして使っていることがわかっています。
ネットで公開される論文が増えたといっても、公開元はバラバラで、知らないことについていきなり論文から情報を得るのは一苦労です。
人々が最初に見るWikipediaに情報がまとまっていて、そこに論文が文脈付きで引用されていれば、より学術情報が利用しやすくなるわけです。



~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~ ~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~ 

Google 

Wikipedia 

Webページ Webページ Webページ 

安蒜ほか 
（2009）より 

実際のところ論文は 
どのくらい 

引用されているの？ 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
では、実際のところWikipediaはどのくらい、学術論文を引用しているのでしょうか？



Wikipediaにおける論文引用 
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• Evans & Krauthammer (2011) 

• WikipediaからPubMedへの引用を分析 

• 対象：約720万ページ 

• PubMed論文の引用： 161,155回 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Wikipediaにおける論文の引用については、英語版を対象にいくつかの調査が行われています。
中でも対象数が多く信頼出来るものとして、Evansらが2011年に発表した、Wikipediaから医学分野最大の論文データベース、PubMedへの引用の分析があります。
調査の結果、英語版からPubMed収録論文への引用は、16万回以上あったと報告されています。



Wikipedia日本語版の場合 

52 

• 佐藤・逸村（2011） 

• 京都大学のリポジトリを対象に調査 

• 日本語版からの引用は約100件 

• 網羅的な調査ではない 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
日本語版を対象にしたものでは、我々が2011年に行った、京都大学の機関リポジトリの調査があります。
この中ではWikipediaからの引用は約100件、あったことがわかっていますが、ただあくまで１つの大学の論文のみが対象です。
Wikipedia日本語版における論文の引用の、網羅的な調査はありませんでした。



Wikipedia日本語版の場合 

53 

• 佐藤・逸村（2011） 

• 京都大学のリポジトリを対象に調査 

• 日本語版からの引用は約100件 

• 網羅的な調査ではない 

やってみた 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
なかったので、やってみました。



分析内容 

54 

• Wikipedia日本語版はどれくらい論文を

引用しているのか？ 

• どんな論文を引用しているのか？ 

• どんなカテゴリ／記事で引用が多いの

か？ 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
対象はWikipedia日本語版で、どれくらい論文を引用しているのか、どんな論文を引用しているか、どんなカテゴリや記事からの引用が多いのかをチェックします。



分析対象 

55 

• Wikipedia日本語版（2012.12.10時点） 

• 外部リンク、ページ、カテゴリデータをダウン

ロード 

• PubMed、CiNii、機関リポジトリ（海外1,716+

日本212=1928件）へのリンクを抽出 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
データは昨年12月に取得し、先行研究で扱われたPubMedに加え、日本語版の調査なのでCiNiiも追加し、さらに機関リポジトリについては世界中の1,928のリポジトリを対象に加えました。
引用の有無はリンクの有無でチェックします。



分析対象数 

56 

•総ページ数：  2,288,193 

•総外部リンク数：3,088,955 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
記事以外のノートページ等も対象とし、分析対象ページ数は約230万、リンク数は約300万でした。



学術論文への引用数 

57 

• PubMed：    9,568 

• CiNii：      4,390 

•機関リポジトリ：  3,459 

• うち日本のリポジトリ： 2,408 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
このうち論文への引用は、ご覧のとおりです。
PubMedが約9,000件、CiNii約4,000件、機関リポジトリは約3,500件でうち日本のものは2,400件です。
数だけ見てもイメージがわきませんが、まあ少なくない数の論文が引用されているようでした。
特に機関リポジトリは、公開論文数がCiNiiの3分の1以下である割には、よく引用されていると言えそうです。



引用数の 
多い記事 

58 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これだけ見てもよくわからないので、具体的にどんな記事が論文を引用しているのか、みてみると



記事名 引用数 

抗酸化物質 208 
リーリン 124 
ベンゾジアゼピン離脱症候群 102 
免疫 101 
ポリアデニル化 65 
アデノ随伴ウイルス 63 
ビタミンD 57 
エキソソーム複合体 54 
片頭痛 54 
エピジェネティクス 52 

PubMedへの引用の多い記事 

59 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ノートページ等は除いた、記事に限定してみてみると、まずPubMed収録論文を引用しているのは、ご覧のとおり、化学・医学系の記事ばかりでした。
まあ予想通りの結果で、英語版の分析ともこの傾向は大差ありません。



記事名 リンク数 

ナチス・ドイツの経済 43 
金子譲 34 
福島第一原子力発電所 29 
抗酸化物質 27 
浜岡原子力発電所 21 
外来種 21 
パリ講和会議 20 
阮籍 19 
福島第一原子力発電所1号機の建設 19 
皇居の生物相 18 

CiNiiへの引用の多い記事 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
PubMedは分野を限定したサイトですが、CiNiiは分野を問わないサイトです。しかしWikipediaからの引用にははっきりと傾向があります



記事名 リンク数 

ナチス・ドイツの経済 43 
金子譲 34 
福島第一原子力発電所 29 
抗酸化物質 27 
浜岡原子力発電所 21 
外来種 21 
パリ講和会議 20 
阮籍 19 
福島第一原子力発電所1号機の建設 19 
皇居の生物相 18 

CiNiiへの引用の多い記事 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
例えばナチス・ドイツやパリ講和会議等の人文社会科学よりの記事と、



記事名 リンク数 

ナチス・ドイツの経済 43 
金子譲 34 
福島第一原子力発電所 29 
抗酸化物質 27 
浜岡原子力発電所 21 
外来種 21 
パリ講和会議 20 
阮籍 19 
福島第一原子力発電所1号機の建設 19 
皇居の生物相 18 

CiNiiへの引用の多い記事 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
原子力発電所等の社会的な注目が集まっているテーマに関する記事、



記事名 リンク数 

ナチス・ドイツの経済 43 
金子譲 34 
福島第一原子力発電所 29 
抗酸化物質 27 
浜岡原子力発電所 21 
外来種 21 
パリ講和会議 20 
阮籍 19 
福島第一原子力発電所1号機の建設 19 
皇居の生物相 18 

CiNiiへの引用の多い記事 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
それに個人の業績に関する記事からの引用が多くなっています。



記事名 リンク数 

ナチズム 26 
ナチ党の権力掌握 26 
強制的同一化 26 
ナチス・ドイツ 24 
歴史学 15 
宝永地震 13 
哲学の論文誌の一覧 11 
剣道 9 
安政南海地震 9 
安政東海地震 9 

機関リポジトリへの 
引用の多い記事（日本限定） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
機関リポジトリの場合でもこの傾向は同じで、



記事名 リンク数 

ナチズム 26 
ナチ党の権力掌握 26 
強制的同一化 26 
ナチス・ドイツ 24 
歴史学 15 
宝永地震 13 
哲学の論文誌の一覧 11 
剣道 9 
安政南海地震 9 
安政東海地震 9 

機関リポジトリへの 
引用の多い記事（日本限定） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まず社会科学系・・・特にナチス・ドイツ関連の記事からの引用が非常に多くなっています。
これは静岡大の南利明さんの論文の引用が大半でした。



記事名 リンク数 

ナチズム 26 
ナチ党の権力掌握 26 
強制的同一化 26 
ナチス・ドイツ 24 
歴史学 15 
宝永地震 13 
哲学の論文誌の一覧 11 
剣道 9 
安政南海地震 9 
安政東海地震 9 

機関リポジトリへの 
引用の多い記事（日本限定） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
他に多いのはやはり社会的関心が高まっているテーマで、過去の大地震に関する記事から、ここ、東大の地震研究所の論文等を引用している場合が多数ありました。


＊ちなみに剣道は色々な機関リポジトリから引用あり。



引用数の 
多いカテゴリ 

67 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
記事ベースだと細かすぎるきらいもあるので、さらに今度はカテゴリベースで集計してみると



記事名 リンク数 

タンパク質 580 
抗酸化物質 272 
ベンゾジアゼピン系 247 
生体物質 239 
生理学 237 
分子生物学 236 
化成品 208 
向精神薬の副作用 171 
フェノール 152 
アミン 129 

PubMedへの 
引用の多いカテゴリ 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
「出典が必要な記事」とか「スタブ項目」等のカテゴリは抜いてみた結果ですが、まずPubMedについてはやはり医学・化学等の薬学関係のカテゴリからの引用が大半です。



記事名 リンク数 

存命人物 224 
ナチス・ドイツ 97 
東京大学の教員 75 
日本の歯学者 73 
日本の歯科医師 64 
日本の原子力史 64 
東京都出身の人物 59 
日本の法学者 54 
経済史 52 
日本の外来種 48 

CiNiiへの 
引用の多いカテゴリ 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
一方、CiNiiではカテゴリでまとめると、ナチス・ドイツや経済などの社会科学、原子力などの時事ネタも上位ですが、圧倒的に人物に関するカテゴリが多いことがわかります。



記事名 リンク数 

ナチス・ドイツ 97 

存命人物 90 

日本の地震 86 

大地震 69 

江戸時代の災害 52 

ナチズム 32 

ナショナリズム 31 

日本の実業家 31 

東京都出身の人物 28 

コーポラティズム 27 

全体主義 27 

機関リポジトリへの 
引用の多いカテゴリ（日本限定） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
機関リポジトリの方でも人物関連のカテゴリは多いですが、それ以上にナチス・ドイツ関連のカテゴリと、



記事名 リンク数 

ナチス・ドイツ 97 

存命人物 90 

日本の地震 86 

大地震 69 

江戸時代の災害 52 

ナチズム 32 

ナショナリズム 31 

日本の実業家 31 

東京都出身の人物 28 

コーポラティズム 27 

全体主義 27 

機関リポジトリへの 
リンクの多いカテゴリ（日本限定） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
地震・災害関係のカテゴリに固まっていました。



分析結果のまとめ 

72 

• Wikipedia日本語版も論文を引用 

• CiNiiや機関リポジトリも良く使われる 

• 地震・原発など興味の集まる記事 

• テーマにはやや偏りも？ 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
全般に、Wikipedia日本語版も論文をよく引用しており、海外のサイトだけでなくCiNiiや機関リポジトリなどの日本のサイトもよく使われています。
テーマとしては地震や原発など、時事的な関心の高まっている項目で論文がよく引用されていて、これは社会の関心に学術が答える、その仲介としてWikipediaが活躍していることを示していると言えるでしょう。
ただ、他にはナチス・ドイツなど、特定のテーマに偏って引用される傾向もあります。これは公開されている論文の傾向の偏りも一因かも知れません。



分析結果のまとめ 

73 

• Wikipedia日本語版も学術文献を引用 

• CiNiiや機関リポジトリも良く使われる 

• 地震・原発など興味の集まる記事 

• テーマにはやや偏りも？ 

引用されてた！ 
良かった！ 
・・・でも・・・ 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
とまあ、ここまでだけ見るとよさそうな結果にも見える、のですが・・・



英語版と日本語版の比較 

74 

• 英語版記事数：    約400万 

• 英語版PubMed引用数： 約16万 

• 日本語版記事数：      約80万 

• 日本語版PubMed引用数：9,568 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
先行研究の英語版の結果とくらべてみると、直接比較できるのは両方の研究で扱ったPubMedだけですが、英語版ではWikipediaの記事数約400万に対し引用約16万、日本語版では記事数約80万に対して引用約1万なので、



英語版と日本語版の比較 

75 

• 英語版記事数：   約400万 

• 英語版PubMed引用数： 約16万 

• 日本語版記事数：      約80万 

• 日本語版PubMed引用数：9,568 

引用数／記事数で 
日本語版は英語版の 

３分の１ 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
記事数に対する引用数の比で言えば、日本語版は英語版の３分の１しか、論文を引用していない、と言えます。



英語版と日本語版の比較 

76 

• 英語版記事数：   約400万 

• 英語版PubMed引用数： 約16万 

• 日本語版記事数：      約80万 

• 日本語版PubMed引用数：9,568 

リンク数／記事数で 
日本語版は英語版の 

３分の１ 

Wikipedia自体の 
信頼性にも 
悪影響？ 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そしてこの論文の引用の少なさは、Wikipedia自体の信頼性にも影響を与えています。



引用とWikipediaへの信頼(1) 

77 

• Casebourne et al. (2012) 

• Wikipediaは他のオンライン百科

事典より優れていると評価 

•引用文献の充実が評価される 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
オックスフォード大学の学生・教員たちを対象に行なった調査によれば、Wikipedia英語版は他のオンライン百科事典よりも優れていると評価されていました。
特に高く評価されていたのは、引用文献が充実していることです。




引用とWikipediaへの信頼(2) 

78 

• Lim (2009) 

• アメリカの大学生はWikipediaの内

容を比較的信頼 

• Wikipediaから外部へのリンクを信

頼している 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
アメリカの大学生を対象に、Wikipediaに対する意識を調査した結果でも同様の傾向で、学生はWikipediaから外部サイトへのリンクを高く評価し、Wikipedia自体の信頼も比較的高くなっていました。



引用とWikipediaへの信頼(3) 

79 

• 大平(2013) 

• 日本の学生はアメリカの大学生に

比べWikipediaを信頼していない 

• 外部リンクへの評価に顕著な差 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
しかし、全く同じ調査を、日本の学生と日本語版を対象に行なった後輩の調査では、アメリカの学生が英語版を信頼するようには、日本の学生は日本語版を信頼していないことがわかりました。
そして最も顕著な差が出たのは、記事内容ではなく、引用文献です。
英語版ではWikipediaの引用先は信頼に足るとされる場合が多いのに対し、日本語版の引用先は信頼ならないものと思われています。



引用とWikipediaへの信頼(3) 

80 

• 大平(2013) 

• 日本の学生はアメリカの大学生に

比べWikipediaを信頼していない 

• 外部リンクへの評価に顕著な差 

信頼のおける引用の 
少なさが 

Wikipedia自体の評価に 
影響！！ 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
つまり信頼できる引用が少ないことが、Wikipedia日本語版自体の評価を落としているわけです。



引用とWikipediaへの信頼(3) 

81 

• 大平(2013) 

• 日本の学生はアメリカの大学生に

比べWikipediaを信頼していない 

• 外部リンクへの評価に顕著な差 

信頼のおける引用の 
少なさが 

Wikipedia自体の評価に 
影響！！ 

 

でもそれって・・・ 
Wikipedia編集者 
だけの問題？？ 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
でもそれは、Wikipedia編集者だけの問題では、当然ありません。
そもそも、信頼に足る日本語の引用先が、web上にあまりない、ということが大きな要因です。



82 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ここまでwebで自由に使える論文はどんどん増えていると言いましたが、



まだまだ 
足りない！！ 

83 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
それでもまだまだ少ない、ということがわかっています。



機関リポジトリ収録状況 

84 

• リポジトリ収録率は0.9% 
• 日本の学協会誌のリポジトリ収録は僅か 

 清水ほか（2012）より 

986,921本 
99.1%  

8,518本 

0.9%  

0% 20% 40% 60% 80% 100% 
未収録 収録 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これまた後輩の研究成果ですが、日本の学会の出版する論文がどれだけ機関リポジトリに入っているか調べたところ、1%も入っていない、ということがわかっています。



オンライン公開状況 

2000-2012年に出版された学協会誌掲載論文（CiNii
収録のもの）のオンラインでの利用可能性 

佐藤による分析より（発表準備中） 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

利用できる 利用できない 

33% 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
さらに範囲を広げて機関リポジトリに限らず、オンライン公開されている論文の割合を今、調査しているのですが、進行中ではあるものの４割に満たない、という結果になっています。

・2000-2012掲載の1,340,434論文中、なんらかの形で電子的に利用可能なのは448,721論文



オンライン公開状況 

2000-2012年に出版された学協会誌掲載論文（CiNii
収録のもの）のオンラインでの利用可能性 

佐藤による分析より（発表準備中） 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

利用できる 利用できない 

33% Webで使える 
論文はまだ少ない 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
増えたと言ってもwebで使える日本語論文の割合は、出版量に比べればまだまだ少ないわけです。
それがWikipediaにおける引用の少なさや偏りにつながった、と言えるでしょう。

読んでないものを引用する人はあまりいませんから、Wikipediaの編集者の全てが大学等の研究者ではない以上、論文の引用が少なくなるのも必然と言えるわけです。



これからのこと 

87 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
じゃあこれからどうすればいいかですが、これはもうはっきりしています。



図書館業界：コンテンツを増やす！ 
88 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
我々図書館業界の人間は、とにかくコンテンツを増やします。
それが今後の大学図書館の使命とも言えるでしょう。
会場に研究者の方がいらっしゃれば、ぜひともこれにご協力いただければ幸いです。



図書館業界：コンテンツを増やす！ 

もっと 
引用して！ 

89 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そうして論文を増やしますんで、Wikipediaを編集するのが好きな皆さんは、ぜひ引用先に使える論文がないかも探して、もっと引用して下さい。
もちろん各分野の研究者や学生等もやるべきと思いますが、誰でも編集できるのがWikipediaの良さですし、そのために誰でも利用できるソースを増やすことが重要と考えています。

# あとは、まあそうは言っても人手では限界があるので、機械的に引用文献を紹介できる機構があるとよりよいかもしれません。
最近は論文の盗用を検知するシステムなんていうのもあるので、それを応用すれば引用すべき論文の推薦もできないかな、とか。
僕は情報工学系ではないのでそのあたりは疎いのですが、もしやってもいいよというコンピュータ・サイエンスの方がいらっしゃれば、ぜひそういったことも考えていただければ、と思います。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そういった努力を続けることで、Wikipediaをハブに、研究者以外の人々も専門の情報に日常的に触れ、自分の活動にいかせる、そんな芳醇な世界が作っていけるのではないか。
最後はそんな夢を述べたところで、僕からの発表は以上です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ご質問や、「自分の論文を公開したいけどどうしたら・・・」という方は、このアドレスまでご連絡下さい。
それでは、30分にわたりお聞きいただき、ありがとうございました。
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